
 

■ 教育研究上の目的「学部」 

教 養 学 部 前 期 課 程

 特定の専門分野に偏らない総合的な視野を獲得させるリベラル・アーツ教育を行い、同

時に専門課程に進むために必要な知識や知的技能を身につけ、専門的なものの見方や考え

方の基本を学びとらせることを目的とする。 

法 学 部

 法学と政治学を中核とした教育研究を通じて、幅広い視野をそなえ、法的思考と政治学

的識見の基礎を身に付けた人材を養成することを目的とする。 

医 学 部

 生命科学・医学・医療の分野の発展に寄与し、国際的指導者になる人材を育成すること

にある。すなわち、これらの分野における問題の的確な把握と解決のために創造的研究を

遂行し、臨床においては、その成果に基づいた全人的医療を実践しうる能力の涵養を目指

す。学科別の目的  

工 学 部

 豊かな教養、国際性、科学技術に対する体系的な知識を身につけ、研究、開発、設計、

生産、計画、経営、政策提案等において、工学的手法を活用して人類社会の持続と発展に

貢献できる指導的人材を養成することを目的とする。 
 学科別の目的  

文 学 部

 人間の思想、歴史、言語、社会に対する真の理解を目指して、文献読解、資料分析、実

験・調査といった基本的な方法論を身につけ、広く深い素養を獲得することを通じて、人

類文化の継承と発展に寄与しうる人材を育成することを教育研究の目的とする。 
 学科別の目的  

理 学 部

 自然界の仕組みを体系的に理解して、自然科学の諸分野で先端的な研究を行う人材及び

理学の素養の上に社会で創意ある活動を行う人材養成を目指し、学生自らが第一線の研究

に触れる中から自然に問いかけ思索する能力を修得させることを目標とする。 
 学科別の目的  

農 学 部

 農学を構成する応用諸科学に関する専門教育を段階的・体系的に行い、食料・資源・環

境等の問題の解決に必要な高度の専門知識と幅広い視野を有し、社会・文化・産業活動を

通じて地球社会の要請に応えることのできる洞察力・実践力・指導力を備えた人材を育成

することを目的とする。 
 課程別の目的  

経 済 学 部

 経済学・経営学の多様な分野に関する理論的・実証的な学説・知識を体系的に講義する

とともに、演習などで個別研究を行う機会を提供することによって、国際的な視野に立っ

て実業界・官界・学界などで活躍する人材を養成することを目的とする。 
 学科別の目的 <経済学科、経営学科、金融学科> 
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教 養 学 部

 学際的・統合的な研究と教育の発展を前提として、専門分野の基礎学力の養成、専門分

野間の横断や融合や統合を可能にする総合的理解力・判断力の養成、問題解決能力を備え

た社会的リーダーシップをとりうる人材の養成、世界に開かれた視野と発信力の養成を教

育研究上の目的とする。 

教 育 学 部

 広い視野と学識にもとづいて深く教育学を中心とする専門的知識と教養を形成し、教育

を中心とする諸分野の指導的人材を養成することを目的とする。 

薬 学 部

　薬学は、医薬の創製からその適正使用までを目標とし、生命に関わる物質及びその生体
との相互作用を対象とする学問体系である。本学部は創薬科学及び基礎生命科学の発展に
寄与する研究者、医療行政に貢献する人材、高度医療を担う薬剤師の養成を教育研究の目
的とする  
 学科別の目的 
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